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尿道外脱出をきたした膀胱平滑筋腫の1例
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   A 22-year-old female visited our hospital with complaints of pollakisuria and dysuria on 

July 3, 1987. Cystoscopy revealed a tumorous lesion in the urinary bladder. 
   On July, 8 1987, she had urinary retension because of relapse of the tumor from the external 

urethral orifice. Under the diagnosis of urinary bladder tumor, tumorectomy was performed. 
The resected tumor had u steel, smooth surface, was elastic soft, red-purple and 7 g in weight. 
Pathological examination demonstrated the tumor to be composed of spindle-like cells, which 
showed no mitotic figures. Therefore, the tumor was diagnosed as leiomyoma of urinary bladder. 

   In the literature, 67 cases of leiomyoma of the urinary bladder have been reported so far in 

Japan. The patients ages ranged from the 2nd to 8th decade, the peak age being the 4th decade. 
The sex ratio was 5 to 2, females being predominant. Chief complaints were hematuria, pollaki-
suria and dysuria, but prolapse of the tumor from the external urethral orifice was rare, only 3 
cases including our case being reported thus far. Tumorectomy (34 cases, 27 %) or partial 
cystectomy (16 cases, 27%) was performed in many cases, because it was benign. The prognosis 
was good, and there have been no reports stating that it become malignant. 

                                                      (Acta Urol. 35: 1591-1595, 1989) 
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緒 言
膀胱平滑筋腫の1例 を経験 したので若干の文献的考察

を加えて報告する.

膀胱腫瘍 の多 くは上皮性 であ り,非 上皮性種瘍は比

較的稀 である.今 回われわれ は尿道外脱 出を きた した
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Fig.1. 入院時外陰部所見,尿 道 よ り直径2.5cmの

球状,弾 性軟赤紫色の腫瘤の脱出を認 める,
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Fig.2.DIP像;膀 胱 部に 陰 影 欠 損 を認 め る(矢 印).

症

患老:22歳,女 性

主訴:頻 尿お よび排尿 困難

初診:1987年7月3日

例

家族歴 ・既 往歴:特 記すべ きことな し

現病歴:1986年12月 頃 よ り,頻 尿,排 尿困難 お よび

残尿感出現 し,漸 時増悪傾 向を認めたため,1987年6

月某医を受診.膀 胱腫瘍が疑われ,精 査 目的にて7月

3日 当科 受診 し,膀 胱鏡に て膀胱頸部前壁に表面平滑

な腫瘤 を認めた.入 院加療を予定 していた ところ7月

8日 突 然腫瘤 の尿道外脱 出を認め,尿 閉 とな り,緊 急

入院 とな った.

Fig。3.摘 出標本:弾 性軟,赤 紫色の表面平滑な腫瘍

である.

現 症:身 長152cm,体 重40kg体 格 小,栄 養状 態

中等 度.眼 瞼 お よび 眼 球 結 膜 に 黄 染 お よび 貧血 を認 め

ず,胸 腹 部 理 学 的 所 見 で 異 常 を 認 め な い.外 陰 部 に直

径2.5cmの 弾性 軟,赤 紫 色表 面 平 滑 な球 状 腫瘤 を認

めた(Fig.1).検 査 所 見:血 液 所 見 一 般:RBC383

×104/mm3,Hb12.7g!dl,Ht37.O%,WBC5,900

/mm3,Plt232×104/mm3と 軽 度 の貧 血 を認 めた,

血 液 生 化 学:T.P.6.29/dl,T-BilOAmg/dl,GOT

281U/1,GPT351U/1,Alp711U/1,LDH2711U

/l,BuN13mg/dl,Cro.8mg/dl,Na139mEq/1,K

4・5mEq/1,Cllo8mEq/1と と くに異 常 を認 め な い.

尿 所 見 ・RBc,多 数/hpf,wBc2～3/hpf,蛋 白

(一),糖(一)と 肉 眼的 血 尿 を認 めた.膀 胱 鏡 所 見 ・

膀 胱 頸 部 前 壁 に うず ら卵 大 の表 面 平 滑 な亜 有 茎 性 球 状

腫 瘤 を 認 め た.x線 検査 所 見 ・胸 部x線 像,異 常 を 認

め な い.DIPに て 上部 尿 路 に水 腎 水 尿管 症 を認 め な

い が,膀 胱 像 お よびCGに て膀 胱 部 に 陰影 欠 損 を 認

め た(Fig.2).入 院 後 経 過:入 院 時,外 陰 部 に 認 め

られ た 赤 紫 色 の腫 瘤 の 徒 手 整 復 を 試 た が 不 可 能 で あ

った.そ こで翌 日腰 麻下 に脱 出 した腫 瘤 の9時 の方 向

よ り膀 胱 鏡 を 挿入 し,膀 胱 内 部 お よび腫 瘤 根 部 を観 察

した.膀 胱 粘 膜,尿 管 口 と も異 常 を認 め ず,頸 部 の1

時 の 方 向 よ り亜 有 茎 性 で 表 面 平 滑 の腫 瘤 が突 出 して い

た.外 観 よ り良 性 膀 胱 腫 瘍 と判 断 し,膀 胱 腫瘍 摘 除 術

を施 行 した.腫 瘍 は 粘 膜 下 に存 在 し,周 囲 との境 界は

明瞭 で,腫 瘍 の根 部 を 切 断 す る こ とで 容 易 に摘 除可 能

で あ った,

摘 出標 本:2.5×2.0×2.8cm,重 量79,充 実性 で弾

性 軟 で あ った(Fig.3).

病 理 組織 学 的所 見lHE染 色 で は,紡 錘 形 で エ オ

ジ ン好性 の胞 体 と卵 円形 お よび 紡 錘 型 の 核 を 有 す る 比

較的 大 き い腫 瘍 細 胞 が 充 実 性 に 認 め られ た.し か し著

明 な核 異 型 は認 め られ なか った(Fig.4A).Masson

Trichrome染 色 で は,比 較 的 単 一 な 紡 錘 型 細 胞 の 充
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実性配列を認めた.腫 瘍は赤 く染色 され,筋 由来の腫

瘍であ ることが示唆 された(Fig.4B).電 顕像では,

腫瘍細 胞内に ア クチ ンバ ン ドを示す 平滑筋線維が認め
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Fig.4.病 理 組 織 所 見.AlHE染 色(×120)B:

MassonTrichrome染 色(×80)C・ 電 子

顕 微 鏡 像(→;ア クチ ンパ ン ド,x3,000)

られた(Fig.4C).そ れゆえ,以 上 よ り膀胱平滑筋腫

と診断 された.1987年8月7日 退院 し,以 後外来にて

経過観察 しているが現在の ところ腫瘍の再発を認めて

いない,

考 察

膀胱平滑筋 腫は比較的稀 な疾患であ り,Melicowl)

らは原発性膀胱 腫瘍954例 中わずか3例 を認めたにす

ぎない と述 べている.本 邦における膀胱平滑筋腫の報

告例は,わ れわれが検索 しえたか ぎりでは 自験例を加

TableI,1981年 以降の本邦報告膀胱平滑筋腫23例 の詳細

尚 報告者 年度 年齢 性 発生部位 大 きさ 同 重量(g)発 生横式 症 状 治 療 引 用 文 献

45賀 屋198151♂

46戴198130♀

47白 神1981489

48渡 辺1981499

49山 元198150♀

50水 之 江198129♀

51平 岡198263♂

52佐 野198247♀

53中 島198252♀

54熊 崎1983419

55大 前1983349

56那198343♂

57酉 村198433♀

58布 施1984409

59小 原198442早

60宮 前1984319

61紫 山198538♀

62'森 口198554♂

63塚 本198679♀

64塚 本198643?

65敢 井198645孚

66畑 地198652♀

67自 験 例198822?

右 側 壁

三 角 都

頚 部

左 後 壁

底 部

頚 部

頚部～頂部

後 壁

後 壁

頚 部

左側～後量

三 角 部

頚～左側埜

右 側 壁

内尿遡【口～右側呈2

内尿道 ロ～
左側聖

三角 ～
右側畳

右 側 塑

頂 部

三角～後壁

三 角 部

頚 部

3.5×2.5×2

3.6×2。5×2.5

2×1.5×1

小 鶏 卵 大

9×6×4

3.5×2.7×2昌5

鶏 卵 大

記 載 な し

8×5×5

5×3.5×3.5

5.4×4.6×4巳2

5.3×2.5×2

5.5×5×5

5×3×3

3.8×3.9×2.8

記 載 な し

5×3×1.5

4×4×4

記載なし 粘膜下型

15g粘 膜下型

2.5g粘 膜下型

87g壁 内 型

1鞠 粘膜下型

11.4g粘 膜下型

509粘 膜下型

790g粘 膿下型

110g壁 内 型

509粘 膜下型

2ア9粘 膜下型

409壁 内 型

80g壁 内 型

2ア9壁 内 型

18g壁 内 型

11.5g粘 膜下型

蕊g粘 膜下型

記載なし 粘膜下型

3.5×5.5×3.5記 載なし 粘膜下型

2×2×1.5記 載なし 粘膜下型

ピンポン球大 記載なし 粘順下型

4×5×3.548g粘 膜下型

2×2,5×2.87g粘 膜下型

排尿終末痛 膀胱全摘

排尿困礁 厘瘍摘除

尿道内腫瘤,尿 閉 腫瘍摘除

下腹部腫瘤 膀胱部分切除

排尿困離,頻 風 残尿感 腫郷摘除

頻尿 厘瘍摘除

排尿困離,頻 尿.残 尿感TUR

下腹部痛 腫瘍摘除

性器出血 回瘍摘除

側腹部痛 膀胱部分切除

排尿困難,頻 尿 厘瘍摘除

血尿 腫瘍摘除

尿閉 厘瘍摘除

右下腹部腫瘤 腫鶏摘除

記戟なし 膀胱部分切除

尿閉 〒UR

排尿困雄,下 腹部不快感 腫郷摘除

血尿 膀胱部分切除

頻尿,血 尿 腫瘍摘除

左側腹部痛 腫瘍摘除

記載なし 腫瘍摘除

尿閉 厘瘍摘除

頻尿,排 尿困離 腫瘍摘除

臨 泌35:379～3821981

日 泌72=1251e8T

日 泌72:7781981

日 海72:1211、7791981

西 日泌43:1199～12031981

西 日泌43:13321981

臨 泌36二175--1781982

産 科 と鱒 人 科49=1011982

西 日泌44=1459～14611982

臨 泓37=257旬2611933

紀 要29:1641～16451983

臨 泌37=729～731

紀 要30:41～48

西 日泌46:1η ～180

日 泌75:1673

日 漣75:1680

臨 滋39=69旬71

日 泌76:1243

紀 璽32;253～260

西 日泌48=303

日 泌77:179

1983

1983

1984

1984

1984

1985

1985

1986

1986

1986
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Table2.

人数

(名)

20

15

10

5
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膀胱平滑筋腫本邦報告67例の年齢および性別頻度

20～29 年齢(歳)

Table3.記 載の明らかな本邦膀胱平滑

筋腫57例 の発育形態別分類

発育状態 例敷(%)

粘膜下型41(71)

壁 内 型12(21)

漿膜下型4(8)

えて67例 である2-17).こ れ らの症例 について若干の文

献的考察を加えた(Table1).

罹患年齢は20歳 か ら80歳代 と幅広 く,40歳 代に ピー

クを有 してい る,そ の性比は約5:2と 女性 に比較的 多

い(Table2).ま た女性 では30歳 お よび40歳 代に ピー

クを有 し男性に比べて若年層に発生す る傾 向があ る.

女性における好発年齢は,子 宮筋腫 のそれ と一致する

こと,本症 は女性に多い こと,お よび膀胱平滑筋腫の女

性47例 中7例 に子宮 筋腫 の合併を認 め てい るこ と等

は3・7・8・17),その発生機序に女性ホルモ ンが何 らかの役

割を果 た していることを示 唆 している.

臨床症状は血 尿,頻 尿お よび排 尿困難 が大部分を 占

め,本 例の ごとく腫瘍が尿道外脱出をきた した例は過

去に2例 が報告 されて いるにす ぎない.

発生部位に とくに好発部位を認めなか った.本 腫瘍

は発育形態か ら3種 に大別 され,記 載の明 らかな57例

の うち粘膜下型が41例(71%)と もっとも多か った

(Table3).自 験例 のごと く,内 腔に隆起増殖 してい

る粘膜下型では,膀 胱鏡 よ り腫瘍 の存在を容易に確認

す ることが可能で,表 面 がほぼ正常 な膀胱粘膜で被わ

れ ていることか ら,診断は比較的 容易で ある.自験例を

含め記載の明 らかな60例 の治療 の内容は,腫 瘍摘除術

34例,膀 胱 部分切除術16例,TUR-BT5例,膀 胱金

摘除術2例,腫 瘍部分切開後放射線治療1例,膀 胱部

分切除後放射線治療1例,手 術不能のため姑息的な放

射線治療を施行 した もの1例 であ る.本 疾患の悪性化

の有無については明 らか ではないが,わ れわれの検索

しえた限 りでは本邦 において膀胱平 滑筋腫 の悪性化を

示唆する報告 はなか った,ま た本疾患が組織学的に良

性であ るので,膀 胱 保存 手術 す なわち腫瘍摘除術が

最良の方法であ ると考えている.し か し子宮や消化管

の平滑筋腫瘍 は,ご く稀に悪性化がみ られ ること,ま

た膀胱平滑筋腫 として再発を認めた報告 例のが あるこ

とか ら,今 後 も経過観察が必要であ ると思われ た.

結 語

尿道外脱出を きた した22歳 女性にみ られた膀胱平滑

筋腫の 正例につ き若 干の文 献的考察 を加 えた.

本論文の要 旨は第120回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表 した.
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